
　皆様，本⽇はご多忙の中，記念すべき第１回⽇本放射線医療
技術学術⼤会にご出席いただき，誠にありがとうございます．
　この合同⼤会は，私がJART会⻑に就任した2020年から検
討が始まり，関係学会との役割を明確にするという私の⽬標の
⼀つでもあり，多くの⽅の御協⼒にて実現できましたことを嬉
しく思います．
　これまでもJARTの学術⼤会は，⽇常診療に役⽴つ情報を共
有することを重視してきました．今回の⼤会でも，厚⽣労働省
の新しい医療政策に関するシンポジウムや，数々の教育セミ
ナー・情報提供講座など，診療放射線技師の質向上を⽬指し
た企画を多数ご⽤意しております．発表については，昨年の熊
本⼤会から「研究」と「報告」の区分を設けております．「報
告」は，業務改善につながる情報共有というJARTの重要な役
割を担っており，活発な意⾒交換の場となることを期待してお
ります．
　⼀⽅，⽇本放射線技術学会（JSRT）には，最先端の学術研
究の成果を医療現場に応⽤できる形でご提供いただき，この
⼤会が，JSRTとJARTそれぞれの役割を再認識し，協働の可
能性を探る機会となると信じております．
　JARTとしては第40回⽬の学術⼤会となる今回は，沖縄県放
射線技師会の皆様に多⼤なご協⼒をいただいております．
　⼤会テーマの「ゆいまーる」は，⻑野篤前会⻑の発案による
もので，「助け合う」という意味が含まれています．JSRTを
緑でJARTを⻘で表現した⼤会ロゴにも，両会の協働が表現さ
れています．また，⼤会ホームページには沖縄県の診療放射線
技師の皆様が出演しているカチャーシーレクチャー動画を掲載
しています．情報交換会ではこの動画を参考に，沖縄⽂化も体
験してください．
　最後に，本⼤会の準備・運営にご尽⼒いただいている皆様に
⼼から御礼申し上げます．この学術⼤会が，皆様にとって実り
あるものとなることを願っております．

⼤会⻑（JART）　上⽥　克彦
⽇本診療放射線技師会　会⻑

　皆様，沖縄へようこそ！公益社団法⼈⽇本診療放射線技師
会（JART）と公益社団法⼈⽇本放射線技術学会（JSRT）
が初めて合同で開催する第1回⽇本放射線医療技術学術⼤
会（Japanese�Congress�of�Radiological�Technology� in�
Medicine,� JCRTM2024）がいよいよ開幕します！　この
JCRTM2024の開催が決まってから約３年，それぞれに違っ
たスタイルで開催されてきた両会の学術⼤会の共通点と異な
る点を洗い出し，それらを話し合って新しい形として共創して
いく作業を進めてきました．
　例を挙げれば，学術⼤会の財務運営を混乱なく実施するた
めに，新たに開発した学術⼤会登録システム（JART-JSRT�
Joint-meeting�Registration�System:� JJJRS）では，JARTと
JSRTの会員登録管理システムに連動させることで，本⼤会に
参加される会員の所属に関しての統計データが取得可能となり
ました．本⼤会の参加者の統計解析から，今後の合同開催に向
けた新しいヒントが⾒つかるかもしれません．また，倫理審査
委員会での審査を受けることができない施設に所属する会員の
⽅々にも演題を応募していただけるように，両会の研究倫理規
程に整合性を持たせて，倫理承認が⽐較的容易な報告区分を
新たに設け，JCRTM2024では研究と報告の2つの区分で演題
募集を⾏いました．その効果があったのか，本⼤会にはいつも
の学術⼤会よりはるかに多い800題を超える演題応募がありま
した．この場を借りて多くの演題応募に深く感謝いたします．
　今回のJCRTM2024のテーマは「ゆいまーる〜診療放射線
技術の共創〜」で，� “ゆいまーる”というのは，沖縄の⾔葉
「相互扶助」を順番に平等に⾏う「助け合いの⼼」を意味して
います．今回の記念すべき第1回⽬の合同学術⼤会のテーマと
して，これ以上のものはないと思っており，この⾔葉を提案し
てくれた沖縄の実⾏委員の先⽣に感謝しています．また，本
⼤会のテーマソングも「ゆいゆい�ゆいまーる」として，開催
期間中は会場内のあちらこちらで耳にされると思いますし，こ
の歌で全国的に有名になった「ゆいゆいシスターズ」の皆様に
は，情報交換会で⽣演奏していただく予定となっています．⼼
地良い潮風を感じながら，⽇本中から集まってくる診療放射線
技師と関連職種の先⽣⽅，そして，企業の⽅々と，熱い議論を
交わし，みんなで楽しい時間を過ごしましょう！

⼤会⻑（JSRT）　白石　順二
⽇本放射線技術学会　前代表理事

　本学術⼤会は，JARTとJSRTにて合同実⾏委員会を設置
し，開催の準備を進めて参りました．振り返ると，2017年よ
りJART-JSRT将来構想会議にて検討を重ね，両会への答申と
して「合同学術⼤会開催の検討」が盛り込まれました．その
後，JARTとJSRTのトップ会談が2020年10⽉15⽇に⾏われ，
両代表合意のもと，その実現に向けた取り組みが始まり，今回
の⼤会開催に至っております．
　今回の学術⼤会では，JARTとJSRTの合同セッションも数
多く企画されており，診療放射線技師の実務に役⽴つ情報，関
連省庁から医療政策に関する講演，各種シンポジウム，教育講
演，研究発表など，初学からベテランまで多くの皆様が楽しめ
る⼤会と思います．本⼤会を通じて，関係団体との絆は更に強
固なものとなり，今後にとっても⼤きな財産になることを確信
しております．沖縄の地でそれぞれが，思い出に残る⼤会をお
楽しみください．最後に本⼤会に尽⼒いただきましたすべての
実⾏委員，協賛企業の皆様に感謝申し上げます．

実⾏委員⻑（JART）　富⽥　博信
⽇本診療放射線技師会　副会⻑

めんそーれ沖縄へ！

　第1回⽇本放射線医療技術学術⼤会にご参加いただき誠にあ
りがとうございます．

　今，社会はAIなどデジタル化により⼤きく変更しようとし
ています．“Radiological�Technology”についても例外なく
この波に乗りうねるような変化を始めています．将来，本⼤会
を振り返った時，JART，JSRTという2つの団体をも巻き込ん
だ技術⾰新・構造改⾰のスタート地点がココ沖縄にあったこと
を我々は知るのではないでしょうか．
　そして更に，「こうありたい」あるいは「今の⼒や環境で
はできないが未来はこうなって欲しい」といった「夢」や「希
望」が湧き出た地が，まぶしい太陽・満天の星がキラキラと輝
く沖縄の地であったことにあなたも気付くでしょう！

　何かに挑戦するということは，新しい⾃分に会うことです！
沖縄でワクワク！ドキドキ！ちむどんどんしてみてください．
そして，新たな価値を共に創造しましょう！

実⾏委員⻑（JSRT）　奥⽥　保男
⽇本放射線技術学会　副代表理事
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学会の見どころ
▶ P1
JCRTM2024へようこそ !
▶ P2
特別講演
デジタル脳プロジェクトのめざすもの
宇宙放射線の観測衛星からフォトンカウンティングCTまで
教育講演
STAT画像：典型例と知っていて損はないプラスアルファの所見
診療放射線技師の一次照合に期待するもの
▶ P3
第 1回日本放射線医療技術学術大会開催記念企画
All Japan Radiology の実現に向けて
▶ P5
緊急報告
令和 6年能登半島地震への支援活動報告
沖縄県企画
①水族館でX線を使ってみました
②沖縄美ら海水族館の健康管理
▶ P7
市民公開講座
おきなわ津梁ネットワーク
JIRAワークショップ
被ばく線量管理システムのさらなる普及に
向けたユーザ側とメーカ側の連携
▶ P10
学術企画
『X撮影の標準化を考える』
『診療放射線技師によるSTAT画像報告』
『JART with JSRT 計測部会　求められる線量管理時代』
『医用画像領域における医療情報再考』
『診療報酬と必要とされる診療放射線技師』
▶ P11-12
おきなわ飲食店ガイド
▶ P13
沖縄本島観光ガイド
▶ P14
沖縄弁講座 ~覚えて帰って職場や家族に教えよう！~
▶ P15-18
学術企画
『業務拡大の現状及び教育機関を含めた今後の展開』
『放射線災害対応』
『透視検査における画質とノイズ低減技術の変遷』
『医師のタスク・シフト/シェアを進めるために』
『画像解剖①，②』
『手術支援画像作成のためにすべきことは』
『放射線医療機器の安全管理の “これまで ”と“これから”』
『現場で診断に寄与する撮像技術』
『JART・JSRT の国際的な取り組みについて』
『小児股関節生殖腺シールドの廃止に向けて』
『患者さんから声をかけられた　その時あなたはどうする？』
『人材育成におけるマネジメントラダーの活用について』
『IGRTの一次照合の取り組み －実践能力を高める－』
『放射線管理人材の育成』
▶P19　ランチョンセミナー ～お弁当紹介～
▶ P20　キッチンカーご紹介
▶ P21
私たちが第1回日本放射線医療技術学術大会の実行委員です！
▶ P22
アクセス情報・シャトルバス
▶ P23-24
第１日目～第４日目プログラム
会場案内図

後援：厚⽣労働省
協賛：⼀般社団法⼈⽇本ラジオロジー協会
共催：⼀般社団法⼈沖縄県放射線技師会
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